
道の駅「摩周温泉」を拠点としたストレスフリーな観光地域づくり

道の駅「摩周温泉」観光案内所で、一元的な情報発信を試行
（平成30年9月より実施）
• 参加機関提供の観光情報（英語・日本語併記）を事務局が整理し、

摩周湖観光協会が掲示板に掲示

情報提供の様式を策定

• 地域の取り組みやすさ等に配慮し、入力内容を設定

限られた季節や地域ならではの「旬でコアな情報」を発信

釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイと連携

SNS投稿用の、写真撮影「SNSパネル」を設置
持ち帰り用のポケットサイズ観光情報カードを設置
（24時間トイレの情報提供スペースを活用）
観光案内所職員向け情報も集約し、問合せ対応を充実

発信情報（例）掲示状況等

阿寒川探索
『リバーウォーク』掲示板を見る外国人観光客

① 道の駅「摩周温泉」掲示板での一元的情報発信

② 集約した情報の他媒体発信・共有化

SNS等、多様な媒体で
も情報の一部を発信集約した情報を共有化

③『やさしい日本語』の活用の試行

シーニックバイウェイ
との連携

集約した情報を多様な媒体で発信
（「Drive Hokkaido!」スマホアプリ、Ｗ
ＥＢ、ＳＮＳを活用）

集約した情報を参加機関で共有化し、
広域連携を促進

「やさしい日本語」を
活用した特産品の商
品ポップを作成・設置
し、外国人観光客の
理解度を検証

○観光案内所に３つの掲示板を設置
○釧路湿原･阿寒･摩周シーニックバイウェイ
による情報発信の取組と連携

外国人ドライブ観光客の道内各地域への周遊を促進するため、弟子屈町等14市町村をモデルとして、外国人ドライブ観
光客への情報発信により、道の駅への立寄りを促進するとともに、立ち寄った道の駅で外国人観光客に対して
周辺観光情報を一元的に発信し、周辺地域のさらなる周遊を促進

（平成30年度のとりまとめ概要）

弟子屈町等14市町村の行政、観光関係団体、シーニックバイウェイ北海道等、関係する38の機関による地域協議会を組織し、弟子屈町にて会議を開催
（事務局：国土交通省北海道局・北海道開発局）
参加機関から提供される広域な観光情報を、道の駅「摩周温泉」より一元的に発信する等、当該地域の外国人観光客の更なる周遊を促進する取組を試行

（開催経緯） 平成30年８月７日 第１回 地域協議会 地域協議会を設置して試行内容等を確認
平成30年10月25日 第２回 地域協議会 試行の実施状況の確認、効果検証に向けた検討等
平成31年２月28日 第３回 地域協議会 試行の効果検証と取りまとめ等

道の駅「摩周温泉」を拠点としたストレスフリーな観光地域づくり 地域協議会
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道の駅「摩周温泉」を拠点としたストレスフリーな観光地域づくり

移動経路データ分析
• スマホ用アプリ「Drive Hokkaido！」により取得した外国人観光客の

移動経路データ（ＧＰＳデータ）を分析し、立寄り地、道の駅利用者の
周辺地域の周遊状況等を把握

観光情報の閲覧状況
• 外国人観光客が情報板を閲覧し、関心を寄せている事例を確認

• Facebookにより発信した観光資源も数多く閲覧され、好意的なコメン
トも多数寄せられた

ヒアリング（外国人観光客）
• 興味を持った観光資源、掲示情報の理解度等を聞き取り

（行動変容の可能性を把握）

• ドライブ観光のストレス要因を聞き取り
（観光資源間の距離が負担等）

• 道の駅の利用目的の聞き取りから、幅広い目的での立ち寄りを確認

• やさしい日本語等の表記例を示し、外国人観光客の理解度を調査

ヒアリング（周辺施設）
• 「全体的な観光客の入込数」は前年とほぼ同様

• 「外国人観光客の入込数」が増加と感じている施設がやや多かった

ヒアリング（道の駅）
• 外国人のみならず、日本人への情報提供にも貢献していることや、案

内所職員の見聞を広められる等のメリット、作業負担がさほどでも無
いこと等の実態を把握し、他地域へ展開すべきという意見を得た

④ 効果検証に向けた調査・分析

広域的な観光情報の集約による道の駅を拠点とした一元的な情報発信は外国人観光客の周遊促
進に有効

地域ならではの観光資源の情報発信の強化を行うことにより地域の観光地としての魅力の向上が
可能

集約した観光情報を用いて観光案内所の案内機能の強化が可能

やさしい日本語の活用により外国人観光客でも日本語の理解度が一定程度向上する可能性

今後に向けて、情報発信拠点とする道の駅を拡充し、連携を強化することにより、更に周遊を促進
できる可能性等を確認

⑤ 試行効果の概要
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回答者のうち約95%が
「興味を持った情報が
あった」と回答 興味を持った施設を聞き取り

回答者のうち約８割が観光情
報の内容を「理解できる」又
は「概ね理解できる」と回答

（平成30年度のとりまとめ概要）

スマホ用アプリ「Drive Hokkaido！」により取得した外
国人観光客の移動経路データ(GPSデータ)を分析

• 分析対象の取得測位データ
全道全域 平成29年9月～11月 約1,200件

平成30年1月～12月 約2,600件

外国人観光客ヒアリング

取得データの中で、
外国人旅行者が、
道の駅「摩周温泉」
に滞在した後、掲
示板で紹介した「知
床自然センター」に
滞在している等の
事例を確認
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【参考】道の駅「摩周温泉」の平成30年度重点「道の駅」選定について
道の駅「摩周温泉」は、平成31年1月に、平成30年度重点「道の駅」に
選定されました。
【企画の概要】
○道東地域観光の玄関口の役割を担うとともに、多様化する旅行ニー
ズに対応するため、シーニックバイウェイ（日本風景街道）や周辺自治
体と連携することで、観光情報や地域情報の収集・発信を行う広域的
な情報発信拠点とする
〇インバウンド観光客の受入体制及び情報発信のさらなる強化を図る
○厳冬期の暴風雪害時の一時避難場所として、災害情報提供の強化を
行い、防災拠点として機能向上を図る

移動経路データ（GPSデータ）

移動経路データ分析

※当図は平成30年7～9月の取得データ全てを表示したもの。


